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問題と課題の違い
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現状

あるべき姿

この差が「問題」

「課題とは」
現状とあるべき姿の差（問題）を

埋めるために取り組むべきこと

• 一人暮らしの見守り体制が出来ていない
• 一人暮らしの人が気軽に通える場がない
• 専門機関の連携が出来ていない
• その他

孤立死が増えているという問題に対して、
考えられる課題はいくつかある。

「孤立死が増えている」

10人

0人

地域アセスメント上で課題を設定する際には、根拠となる問題と課題についての関係性を理解することが重要！
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本当にそうなのか？

本当にそれだけなのか？

ロジカルシンキング：縦の論理と横の論理

何かを説明する時に、相手の疑問は大きく２つに分かれる。

縦の論理

横の論理

高田貴久著(2004）「ロジカル・プレゼンテーション～自分の考えを効果的に伝える戦略コンサルタントの「提案の技術」～」参照

課題を設定する際には、その課題について縦の論理と横の論理で確認する！

解決すべき課題

問題A 問題B 問題C

「なぜなら」でつながるか

もれなくだぶっていないか
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投入 活動 産出 直接成果 中間成果 最終成果

事業のロジックモデル（単線フローチャート型）

ロジックモデルの様々な形式の例

参照：エビデンスに基づく自治体政策入門ロジックモデルの作り方・活かし方（佐藤徹、2021）

施策のロジックモデル（複線フローチャート型） 施策のロジックモデル（体系図型）

総合計画ではこの形式
がわかりやすいかも

個別手段 下位目的 中位目的 上位目的



目的の階層化

なぜをシステマティックに考える



地域アセスメント・目的の階層化・ロジックモデルの関係性

情報を収集・整理
して可視化する

道すじを立てて
整理する
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目的を階層化
して共有する

 地域アセスメントで抽出した課題解決のための取組と目的を考える。
 取組と目的を階層化することによって明確にする。



どんな介護予防
の場があるかわ
かるマップがあ
るといいんじゃ
ない？

マップがあるとみん
な介護予防の場を知
るようになるんじゃ
ない？

知ったら
どうなる？

いつ配りますか？
誰がつくりますか？

作業が優先された方向

マップづくりが目的
となった議論

閉じこもりがちな人の
健康づくりが目的

あるまちの会議であった議論の展開

なんの
ために？

そういうところに
来ない住民が来る
ようになるんじゃ
ない？

来たらどう
なる？

来たら、体操とか
して体力とかつく
んじゃない？

どんなマップにし
ますか？

目的を軸に問いかける
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手段が目的になって
いませんか？
通いの場づくりはあくまでも
手段であって目的ではない。

目的は検証すべき効果
でもある。



未来の姿

将来的な目的（3年～5年）

主たる目的（1～3年）

すぐに行える事（6か月）

既に行われている事

計画づくりにおいては、現状の延長線上

だけで考えるのではなく、

こうありたい未来の姿から、

今やるべきことを考えることも重要。

地域アセスメント

目的の階層化：未来から今を考える（Back Cast バックキャスト）
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積極的にメモを
とってもらう

レベル５

最終的な目標

レベル４

目的＋取組（〇〇のために、△をする）

レベル３

目的＋取組（〇〇のために、△をする）

レベル２

目的＋取組（〇〇のために、△をする）

レベル１

目的＋取組（〇〇のために、△をする）

すでに行われている事業や活動でレベル３に
つながる事をレベル１として記述する。

未来の姿

将来的な目的

主たる目的

すぐに行える事

既に行われてい
る事

目的を階層化する作業
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Gaynor & Evanson, 1992を参照し作成

解決すべき
課題

設定された課題を解決するための取組とその目的をレベル３として、上下の目的を考える！

レベル３が達成でき
るとレベル４

レベル３のために、必
要なことがレベル２



積極的にメモを
とってもらう

レベル５
男性高齢者がいきいきと活躍し、男性を中
心にした困りごとの助け合いネットワーク
が広がる。

未来の姿

レベル４
地域の男性の社会的孤立化が進まないよう
にするため、通いの場の男性スタッフによ
る困りごとの支援をする。

将来的な目的

レベル３
男性高齢者のフレイル予防のため、男性ス
タッフが主体的に運営する通いの場をつく
る。

主たる目的

レベル２

男性高齢者の通いの場の必要性に対する意
識を高めるため、男性の孤立やフレイル予
防の必要性を考えるイベントを開催する。

すぐに行える事

レベル１

フレイル予防について意識の高いサポー
ターが、地域で活動している。

既に行われてい
る事

目的の階層化：現場レベルの目的の階層化（通いの場の例）

10

「通いの場をつくる」は目的ではなく手段、通いの場を作って何を変えようとするのかが目的



メリッ ト①

それぞれの住民が思い描いているも
のは必ずしも見えない。だからわかり
やすく見せて確認する。

関わる人たちがやるべき

事、何のためにやるのか

を理解しやすくします。

「結局わたしたち、な
にすればいいの？」

目的の階層化のメリット
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参考資料



伝えるのが得意か不得意の問題で
はなく、伝える技術で解決する。

メリッ ト②

説明する人が説明

しやすくなります。

「えー、ですので、いろ
んな人が・・、なんとな
く助け合っているとい
うような、そんなまちっ
てどうですか？」

ちょっと何
言っているのか
わからない。
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参考資料



メリッ ト③

議論や作業の大事なポイントに
立ち返る指針となります。

「前何するって話し
たっけ？」「私、休んで
たかも・・・」

定期的にふりかえ

る基準となります。
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参考資料



メリッ ト④

目的が明確であれば、評価すべき対
象、とらえるべき変化（アウトカム）は何
かがわかる。

評価すべきことがわかりや

すくなります。
「結局、あれやって
なんか良くなった
の？」
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参考資料



メリッ ト⑤

上位レベルを見据えて目的を設定

したので、達成後は決められた目

的と取組に着手するだけ。

目的を達成した後のあらた

な目的に移行しやすくなり

ます。

「去年は世代間交流が大

事っていろいろやりました

けど、今年も同じでいいで

すか？」

レベル３へ！
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参考資料



目的と取組の合意は、つまり合意して
いない他の余計なことはしないという
ことです。さらに、やらないでいいで
すよと客観的に言いやすくなる。

メリッ ト⑥

「どうせだからこれもやっ
ていいですか？」

「どうぞどうぞよろしくお
願いします」

「やる事」と同時に「やらな

い事」も明確にします。
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参考資料



必ずしも関わらなくてもいいということ
がわかることも大事。
やりたいと思えることをやってもらう。

メリッ ト⑦

やりたい人をやる気にさせます。

同時に、やりたくない人はやっ

ぱりやりたくないことがわかり

やすくなります。

「これって私もやん
なきゃいけないの
（心の声）？」
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参考資料
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1. 目的の前後関係（レベルの上下）があっているか

– レベル２とレベル４を合わせて見ながらレベル３を考えてみる。

– どの順序がもっともその課題を解決しやすいか（啓発→単発イベント→居場所→助
け合いなど）を考えてみる。

2. レベルの間が飛躍していないか。

3. レベルの間が近すぎないか（重要で目指すべき事がレベルの内容に書かれ
ていないか）。

4. 一つの文に目的が複数ないか。接続詞でいくつもつなげない！

5. 一つの文に取組が複数ないか。接続詞でいくつもつなげない！

6. 取組（手段）が目的になっていないか。

目的の階層化の注意点

目的の階層化をする際には以下の点に注意して作成してください。
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目的に合わせた取組の考え方

▶取組を考える上で、目的
に合わせて、６W１Hを
考える必要があります。

▶目的は計画上のみでは
なく、活動現場の実践
において常に意識され
るべきものです。

• 人や団体の資源
• 住民の意識
• 場所・施設・地域の環境
• 状態（人の関係性や慣

習・文化）

▶取組を考える上で、
地域の強みを活かす。

計画

会議

広報

通いの場やイベント
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地域アセスメントにある「強み」を意識して取組を考える

• 人や団体の資源
• 住民の意識
• 場所・施設・地域の環境
• 状態（人の関係性や慣習・文化）

地域アセスメントでは、例えばこのような強みが挙げられます。

○○氏を講師とした取組
○○団体と連携した取組
○○な意識を活かした取組
○○な意識をさらに向上させる取組
○○施設を使った取組
○○を利用した取組
つながりの強さを活かした取組
あいさつ運動を活かした取組

強みを取組に組み込む
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レベル５
（未来の姿）

レベル４
（将来的な目的）

3年～5年

レベル３
（主たる目的）

1年～3年

○○のために○○をする

○○をする ○○のために

○○のために

○○のために

○○のために

○○をする

○○をする

○○をする

○○をする ○○のために

目標１

目標２

目標３

課題①

施策のロジックモデル（体系図型）と目的の階層化の構造は同じ

現場レベル



行政レベルのPDCAと現場レベルのPDCA（ダブルループのPDCA）の発展
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Level ２

Level ３

Level ４

Level ２

1年目

２年目

３～４年目行政レベルでは、総合計画等に沿っ
て、中長期的に事業を展開する。
個々の包括の取組の進捗に関する情
報集約と、行政レベルの事業の効果
評価を実施する。

包括レベル（通いの場レベル）では、総合計画等
に沿った事業を具体的に圏域で展開する。
地域の課題や資源の把握から通いの場レベルの
評価を行い、行政にフィードバックする。



ロジックモデル
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アセスメント・目的の階層化・ロジックモデルの関係性

情報を収集・整理
して可視化する

目的を階層化
して共有する

道すじを立てて
整理する

ロジックモデル
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• アセスメントは、自治体や地域の課題、資源を明らかにするが、それらを

効果的に活動や事業に活かしていく必要がある。

• 日々の活動が長期的に事業目標（地域の課題解決や、まちの将来

ビジョン）の達成につながっているかを確認する必要がある。

→管理機能

→評価機能



活動・事業
プログラム・プロジェクト

直接の成果
アウトプット

短期的効果
アウトカム

中・長期的効果
アウトカム

アセスメント

資源
インプット

課題

ロジックモデルの基本構成
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アセスメントをもとに、目的に沿って
実施する活動や事業

直接の成果（アウトプット）とは、活動や
事業の結果生まれる新たな地域人材の創出で
あったり、常設のサロンのような拠点数、
講座の回数などである（数字で表現されるこ
とが多い）。

• 短期的効果（アウトカム）とは、実施する活動や事業の直接の成果に
よってもたらされる効果（ある状態の変化、外出頻度等）

• 中長期的効果(アウトカム）とは、活動や事業が継続され、短期的効果
が生まれることによって、さらに期待される効果（ソーシャルキャピ
タルや助け合いの意識等）



男
性
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

活
躍
し
、
助
け
合
い
の
あ
る
街

L２の目的L２の取組

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

地域まるごと戦略シート

L３の取組

中・長期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

レ

ベ

ル

３

L３の目的 L４の目的

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）レ

ベ

ル

２

元喫茶店の場所を活
用した、男性スタッ
フが主体的に運営す
る通いの場をつくる

• 通いの場1か所
• 男性スタッフ5人
• 参加者各回20人
• 協力事業者3社

男性高齢者のフレ
イル予防
状態の変化
• 運動の頻度
• 運動の時間
• 外出の頻度
• 食事の状況

地域の男性の社会的孤
立の状態の解消
• 孤立感
• 近所付き合いの程度
• 信頼感
• 困り事の解消

男性の孤立化予防や
フレイル予防の必要
性を考えるイベント
を開催する

• 実施回数3回
• 参加者数150人
• 協力事業者1社

通いの場の必
要性に対する
意識の向上

レベル５
（未来の姿）

男性高齢者がいきいきと活躍し、男性を中心に
した困り事の助け合いネットワークが広がる。

レベル４
（将来的な目的）

地域の男性の社会的孤立が進まないようにする
ため、通いの場の男性スタッフによる困り事の
支援をする。

レベル３
（主たる目的）

男性高齢者のフレイル予防のため、元喫茶
店を活用した男性スタッフが主体的に運営
する通いの場をつくる。

レベル２
（すぐに行える事）

男性高齢者の通いの場の必要性に対する意識を
高めるため、男性の孤立化予防やフレイル予防
の必要性を考えるイベントを商店街で開催する。

レベル１
（既に行われている事）

フレイル予防について意識の高いサポーターが、地域
で活動している。

地域アセスメント 目的の階層化

強み 弱み（問題）

①男性の孤立化

②単身世帯の増加

③定年後の居場所の欠如

④虚弱な男性が増えている

⑤都市部への通勤で地域の関係
性がない男性が多い。

取り組むべき課題

社会的に孤立し、
フレイル状態にな
りそうな男性高齢
者が集う場所が必
要

•空き店舗に
なっている
元喫茶店が
ある

•町内会長が
健康づくり
に関心があ
る

Ｌ
５
未
来
の
姿
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L２の目的L２の取組

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

まるごと戦略シート 担当地区 担当者 日付 年 月 日

L３の取組

中・長期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

レ

ベ

ル

３

L３の目的 L４の目的

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）レ

ベ

ル

２

男性スタッフが主体
的に運営する通いの
場をつくる

• 通いの場1か所
• 男性スタッフ5人
• 参加者各回20人
• 協力事業者3社

男性高齢者のフレ
イル予防
状態の変化
• 運動の頻度
• 運動の時間
• 外出の頻度
• 食事の状況

地域の男性の社会的孤
立の状態の解消
• 孤立感
• 近所付き合いの程度
• 信頼感
• 困り事の解消

男性の孤立やフレイ
ル予防の必要性を考
えるイベントを開催
する

• 実施回数3回
• 参加者数150人
• 協力事業者1社

通いの場の必
要性に対する
意識の向上

レベル５
（未来の姿）

男性高齢者がいきいきと活躍し、男性を中心に
した困り事の助け合いネットワークが広がる

レベル４
（将来的な目的）

地域の男性の社会的孤立が進まないようにする
ため、通いの場の男性スタッフによる困り事の
支援をする

レベル３
（主たる目的）

男性高齢者のフレイル予防のため、男性ス
タッフが主体的に運営する通いの場をつく
る

レベル２
（すぐに行える事）

男性高齢者の通いの場の必要性に対する意識を
高めるため、男性の孤立やフレイル予防の必要
性を考えるイベントを開催する

レベル１
（既に行われている事）

男性高齢者のフレイル予防に向けた地域の体制
づくりのため、中核メンバーが話し合いをする。

地域アセスメント 目的の階層化

強み 弱み（問題）

①男性の孤立化

②単身世帯の増加

③定年後の居場所の欠如

④虚弱な男性が増えている

⑤

取り組むべき課題

社会的に孤立し、
フレイル状態にな
りそうな男性高齢
者が集う場所が必
要

•空き店舗に
なっている
元喫茶店が
ある

•町内会長が
健康づくり
に関心があ
る

男
性
高
齢
者
が
い
き
き
と
活

躍
し
、
助
け
合
い
の
あ
る
街

優先して「取り組むべき
課題」の絞り込み

•地域アセスメントの結果から、
地域の「強み」と「弱み」を
対比して記入する。

•そこから優先して「取り組む
べき課題」を特定する。

地域アセスメント
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L２の目的L２の取組

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

地域まるごと戦略シート 担当地区 担当者 日付 年 月 日

L３の取組

中・長期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

レ

ベ

ル

３

L３の目的 L４の目的

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）レ

ベ

ル

２

男性スタッフが主体
的に運営する通いの
場をつくる

• 通いの場1か所
• 男性スタッフ5人
• 参加者各回20人
• 協力事業者3社

男性高齢者のフレ
イル予防
状態の変化
• 運動の頻度
• 運動の時間
• 外出の頻度
• 食事の状況

地域の男性の社会的孤
立の状態の解消
• 孤立感
• 近所付き合いの程度
• 信頼感
• 困り事の解消

男性の孤立やフレイ
ル予防の必要性を考
えるイベントを開催
する

• 実施回数3回
• 参加者数150人
• 協力事業者1社

通いの場の必
要性に対する
意識の向上

レベル５
（未来の姿）

男性高齢者がいきいきと活躍し、男性を中心に
した困り事の助け合いネットワークが広がる。

レベル４
（将来的な目的）

地域の男性の社会的孤立が進まないようにする
ため、通いの場の男性スタッフによる困り事の
支援をする。

レベル３
（主たる目的）

男性高齢者のフレイル予防のため、男性ス
タッフが主体的に運営する通いの場をつく
る。

レベル２
（すぐに行える事）

男性高齢者の通いの場の必要性に対する意識を
高めるため、男性の孤立やフレイル予防の必要
性を考えるイベントを開催する。

レベル１
（既に行われている事）

フレイル予防について意識の高いサポーターが、地域
で活動している。

地域アセスメント 目的の階層化

強み 弱み（問題）

①男性の孤立化

②単身世帯の増加

③定年後の居場所の欠如

④虚弱な男性が増えている

⑤

取り組むべき課題

社会的に孤立し、
フレイル状態にな
りそうな男性高齢
者が集う場所が必
要

•空き店舗に
なっている
元喫茶店が
ある

•町内会長が
健康づくり
に関心があ
る

男
性
高
齢
者
が
い
き
き
と
活

躍
し
、
助
け
合
い
の
あ
る
街

目指すべき地域に至るための目的と事業・活動の明確化

•地域アセスメントで特定した課題を解決するために必要な事業・活動
を「レベル３（主たる目的）」として設定する。

•その事業・活動を実現するためにはどんなことが必要で、将来的には
どのような目的を達成できるのかを上下のレベルに記入する。

目的の階層化
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L２の目的L２の取組

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

地域まるごと戦略シート 担当地区 担当者 日付 年 月 日

L３の取組

中・長期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

レ

ベ

ル

３

L３の目的 L４の目的

直接の成果
（アウトプット）

短期的効果
（アウトカム）

活動・事業
（プログラム・プロジェクト）レ

ベ

ル

２

男性スタッフが主体
的に運営する通いの
場をつくる

• 通いの場1か所
• 男性スタッフ5人
• 参加者各回20人
• 協力事業者3社

男性高齢者のフレ
イル予防
状態の変化
• 運動の頻度
• 運動の時間
• 外出の頻度
• 食事の状況

地域の男性の社会的孤
立の状態の解消
• 孤立感
• 近所付き合いの程度
• 信頼感
• 困り事の解消

男性の孤立やフレイ
ル予防の必要性を考
えるイベントを開催
する

• 実施回数3回
• 参加者数150人
• 協力事業者1社

通いの場の必
要性に対する
意識の向上

レベル５
（未来の姿）

男性高齢者がいきいきと活躍し、男性を中心に
した困り事の助け合いネットワークが広がる

レベル４
（将来的な目的）

地域の男性の社会的孤立が進まないようにする
ため、通いの場の男性スタッフによる困り事の
支援をする

レベル３
（主たる目的）

男性高齢者のフレイル予防のため、男性ス
タッフが主体的に運営する通いの場をつく
る

レベル２
（すぐに行える事）

男性高齢者の通いの場の必要性に対する意識を
高めるため、男性の孤立やフレイル予防の必要
性を考えるイベントを開催する

レベル１
（既に行われている事）

男性高齢者のフレイル予防に向けた地域の体制
づくりのため、中核メンバーが話し合いをする。

地域アセスメント 目的の階層化

強み 弱み（問題）

①男性の孤立化

②単身世帯の増加

③定年後の居場所の欠如

④虚弱な男性が増えている

⑤

取り組むべき課題

社会的に孤立し、
フレイル状態にな
りそうな男性高齢
者が集う場所が必
要

•空き店舗に
なっている
元喫茶店が
ある

•町内会長が
健康づくり
に関心があ
る

目的に応じた事業・活動による成果と評価の明確化

•地域アセスメントと目的の階層化をもとに、地域に存在する資源、取
り組むべき事業・活動の具体的な内容やその成果（アウトプット）、
短期的および中・長期的効果（アウトカム）を連動させて、事業全体
の道すじを示す。

ロジックモデル

男
性
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活

躍
し
、
助
け
合
い
の
あ
る
街

Ｌ
５
未
来
の
姿
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戦略シート上のロジックモデルの確認

階層化の取組のレベル３
以外の内容が記述されて
いませんか？

アウトプットにア
ウトカムが入って
いませんか？

アウトプットはレベル２の
活動（取組）から生まれる
内容になっていますか？

レベル２のアウトカムの
達成は、レベル３の活動
を実施するために必要な
ことになっていますか？

レベル２が達成されるこ
とがレベル３の前提条件
になる関係性です。

目的に合わせたアウトカムに
なっていますか？
評価が可能なものになっていま
すか？
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